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反
核
医
師
の
会
が
全
国
大
会

高
原
氏（
明
治
学
院
大
学

教　
　
　
　

授

）「
被
爆
の
実
相
共
有
を
」

今
号
同
封

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は

医
療
機
関
と
支
払
基
金
等
と

の
間
を
結
ぶ
レ
セ
プ
ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
回
線
を
使

う
。
健
康
保
険
証
を
使
っ
て

も
、
被
保
険
者
番
号
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
直
近
の
資

格
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
、
マ
イ
ナ
受
付
は
必
要

な
い
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
受
付
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
保
険
資
格
情

報
の
照
会
を
強
調
し
、
レ
セ

プ
ト
の
返
戻
が
減
る
と
説
明

し
て
い
る
が
、
資
格
喪
失
に

よ
る
返
戻
は
レ
セ
プ
ト
全
体

の
０
・
27
％
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
し

て
い
る
場
合
、
昨
年
10
月
か

ら
は
保
険
者
間
で
調
整
し
て

返
戻
を
少
な
く
す
る
運
用
が

始
ま
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
受

付
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
ほ

ど
の
も
の
で
は
な
い
。

大
半
は
同
意
せ
ず

大
半
は
同
意
せ
ず

　

投
薬
や
健
診
な
ど
の
医
療

情
報
を
閲
覧
す
る
機
能
は
マ

イ
ナ
受
付
に
限
ら
れ
て
い

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
健
康
保

険
証
で
も
技
術
的
に
は
閲
覧

可
能
だ
が
、
マ
イ
ナ
受
付
の

導
入
に
誘
導
す
る
た
め
、
政

府
は
あ
え
て
機
能
を
制
限
し

て
い
る
。
姑
息
な
や
り
方
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
医
療
情
報
の

閲
覧
は
患
者
の
同
意
が
前
提

だ
。
昨
年
10
月
か
ら
の
マ
イ

　

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
（
反

核
医
師
の
会
）
は
６
月
12
日
、
第
18
回

全
国
大
会
を
開
き
、
決
議
「
核
兵
器
の

廃
絶
に
向
け
て
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１

回
締
約
国
会
議
の
開
催
を
歓
迎
す
る
」

を
採
択
し
た
。
９
日
後
に
迫
っ
た
締
約

国
会
議
の
「
成
功
に
期
待
」
す
る
と
述

べ
、
支
援
を
表
明
し
た
。
協
会
の
中
村

新
太
郎
理
事
が
常
任
理
事
に
再
任
さ
れ

た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
核
兵
器
廃
絶
と
戦

争
放
棄
：
世
界
平
和
の
た
め
に
日
本
の

歩
む
べ
き
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
治
学

院
大
学
国
際
学
部
教
授
の
高
原
孝
生
氏

が
登
壇
し
た
。
冒
頭
、
２
０
１
７
年
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

　南河内地域で署名の宣伝行

動を行っていると、ウクライ

ナで起こっている悲劇をニュ

ースで見た若い人たちが「戦

争は怖い」と口々に話しま

す。でも一方で、「核兵器は

使わなくても持っていたらい

いんじゃないの」と言う人も

います。核兵器を普通の武器

のように思っていて、被爆が

どれだけ子孫末代まで恐ろし

い被害をもたらすか、ひとつ

の都市・国を完全に廃墟と

し、何者も住めない土地にな

ることなどを知らないのだな

と感じます。

　まずは被爆の実相を知るこ

と。日本の私たちはその使命

があると思います。ドキュメ

ンタリー映画『核兵器の終わ

りの始まり』はYouTubeで見

ることができます。60分です。

　

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連

合
会
歯
科
部
は
こ
の
ほ
ど
、

口
腔
崩
壊
に
み
ら
れ
る
口
腔

内
の
健
康
格
差
を
告
発
す
る

「
歯
科
酷
書
―
第
４
弾
―
」

を
発
行
し
た
。

　

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
21
年
４
月
ま
で
の
１

年
間
に
民
医
連
傘
下
の
事
業

所
か
ら
報
告
さ
れ
た
〝
医
療

費
が
払
え
な
い
〞〝
無
保
険

状
態
〞
な
ど
の
社
会
的
困
難

事
例
を
ま
と
め
た
。

　

酷
書
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
解
雇
や
失
業
、
な
ど
に
よ

っ
て
経
済
的
な
困
難
を
抱
え

る
人
が
増
え
、
歯
科
の
受
診

患
者
で
も
困
難
を
抱
え
る
人

が
増
え
た
こ
と
を
背
景
に
、

口
腔
の
健
康
悪
化
、
健
康
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。

　

今
回
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

「
口
腔
崩
壊
は
自
己
責
任
で

す
か
？
コ
ロ
ナ
禍
で
の
〝
つ

な
が
る
・
つ
な
げ
る
〞
人
権

と
し
て
の
歯
科
医
療
」
を
掲

げ
た
。
口
腔
崩
壊
健
康
格
差

を
な
く
す
に
は
高
い
医
療
費

負
担
の
問
題
の
解
決
が
不
可

欠
で
あ
り
、
歯
科
医
療
が
健

康
権
で
あ
る
人
権
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

と
訴
え
る
。

ン
）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
核
兵
器

の
終
わ
り
の
始
ま
り
』
を
上
映
。
高
原

氏
は
、「
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
描
く

作
品
が
少
な
い
な
か
、
こ
の
映
画
は
正

面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
」
と
強
調
し

た
。

　

日
本
の
教
育
で
も
被
爆
の
生
々
し
い

実
相
を
子
ど
も
に
見
せ
な
い
傾
向
に
あ

る
と
指
摘
し
、「
い
ま
こ
そ
被
爆
の
実

相
、
非
人
道
性
が
共
有
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

核
廃
絶
へ
向
け
た
動
き
と
し
て
、
欧

州
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
中
で
非
核
地

帯
を
つ
く
る
動
き
を
紹
介
し
た
。
日
本

の
非
核
三
原
則
を
活
か
し
、
東
ア
ジ
ア

を
非
核
地
帯
化
し
て
い
く
た
め
に
日
本

の
役
割
は
大
き
い
と
語
っ
た
。

ナ
受
付
の
利
用
状
況
を
み
る

と
、
閲
覧
に
同
意
し
た
件
数

は
特
定
健
診
等
情
報
で
６
・

４
％
、
薬
剤
情
報
で
19
・
０

％
と
極
め
て
低
調
だ
。
マ
イ

ナ
受
付
を
し
て
も
閲
覧
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

だ
。

　

仮
に
患
者
の
同
意
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
閲
覧
で
き
る

医
療
情
報
は
レ
セ
プ
ト
情
報

よ
り
最
長
で
１
カ
月
半
遅
れ

の
内
容
に
な
る
。
直
近
の
服

薬
状
況
に
つ
い
て
は
、
結
局

お
薬
手
帳
の
確
認
や
本
人
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
が
必
要

だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
医
療

情
報
の
閲
覧
は
全
て
の
患
者

や
毎
回
の
受
診
の
都
度
必
要

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

　

医
療
現
場
で
は
適
宜
必
要

に
応
じ
て
服
薬
状
況
な
ど
を

患
者
に
確
認
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
持
ち
込
み
な
ど

の
リ
ス
ク
と
引
き
換
え
る
ほ

ど
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
の

か
疑
問
だ
。

マ
イ
ナ
受
付
に
対
応
す
る
医
療

機
関
が
少
な
い
な
か
、
厚
労
省

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
る
（
同
省
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
）

の
写
真
を
目
視
し
て
本
人
確

認
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
当

然
、
院
内
で
の
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
紛
失
・
盗
難
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
漏
洩
リ
ス
ク
が
格

段
に
高
ま
る
。

　

事
務
手
続
き
上
の
負
担
が

増
え
る
だ
け
で
は
な
い
。
マ

イ
ナ
受
付
の
シ
ス
テ
ム
更
新

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

全
て
医
療
機
関
の
持
ち
出
し

に
な
る
。
そ
れ
だ
け
の
手
間

と
費
用
を
か
け
て
マ
イ
ナ
受

付
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

　

厚
労
省
は
６
月
20
日
、

「
効
果
的
か
つ
負
担
の
少
な

い
医
療
現
場
に
お
け
る
感
染

対
策
に
つ
い
て
」
を
都
道
府

県
な
ど
に
事
務
連
絡
し
た

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。
コ
ロ
ナ

疑
い
患
者
を
診
察
す
る
場

合
、
対
策
例
と
し
て
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
準
じ

た
対
応
が
可
能
で
あ
る
」
と

し
て
お
り
、
具
体
的
な
手
法

は
「
医
療
機
関
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
ガ
イ
ド
第
４
版
」

な
ど
を
参
照

す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い

る
。

リ
ス
ク
が
高
ま
る

リ
ス
ク
が
高
ま
る

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
医
療
機

関
に
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
・
懸
念

が
想
定
さ
れ
る
か
。
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
が
混

在
す
る
こ
と
で
窓
口
で
の
資

格
確
認
事
務
が
複
雑
化
す

る
。
マ
イ
ナ
受
付
は
患
者
自

身
が
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か

ざ
し
て
操
作
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
不
慣
れ
な
人

は
手
助
け
が
必
要
と
な
る
。

顔
認
証
に
エ
ラ
ー
が
出
た
場

合
、
リ
ー
ダ
ー
操
作
を
切
り

替
え
た
上
、
職
員
が
カ
ー
ド

増える負担 少ないメリット
松山洋氏（全国保険医団体連合会

事　 務　 局　 主　 幹）に聞く

混迷混迷
②②

マイナンバーマイナンバー

解説動画を解説動画を
YouTubeでYouTubeで

　松山氏の解説動
画 を 協 会 の
YouTubeチャン
ネルで公開してい
ます。視聴はこち
らから。

負担少ない
コロナ対策

厚労省が周知

歯初診施設基準研修会

お申し込みは事務局（TEL06-6568-7731）まで　　　　※7/30開催分は受付を終了しました

2022.9.11SUN 9：30‒10：00
2022.10.22SAT 18：00‒18：30
2022.11.16WED 19：00‒19：30

大阪市浪速区・M&Dホール

開催決定

全日本民医連

『核兵器の終わ
りの始まり』の
視聴はコチラか
ら→

『歯科酷書－第４弾』発行
コロナ禍の口腔崩壊を告発

核
禁
条
約
署
名
に
協
力
を

反
核
医
師
の
会

常
任
理
事
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郎


